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 ３年学年通信 

元気があれば何でもできる！ 
３月から始まった臨時休校も、今月末で２ヶ月となります。みなさんは平日８時３０分に登校し

ていた時と同じ時間に起床し、３食を食べる規則正しい生活を送れていますか。 
「元気があれば何でもできる！」、この言葉を３月まで放映されていたドラマで久々に聞き、本

当にそうだなと思う日々です。もしかしたら、君たちは知らないかもしれませんね、元プロレスラ
ーアントニオ猪木さんの名言です。“元気”の意味を調べると「活動のみなもととなる気力 健康
で勢いのよいこと」とありました。これらがあればなるほど何でもできそうですね。 

では、心も体も「元気である」にはどうしたら良いのでしょうか。 
まずは、規則正しい生活を送ることではないでしょうか。この臨時休校中、自分自身で立てた規

範に従って行動する“自律”をしてみませんか。 

学年の先生から一言 

 
 
 
 
 

 
 

 

１組副担任 伊藤 恵美（数学科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３組担任 小泉 秀利（英語科） 

 

都立高校入試について（推薦に基づく選抜） 
例年ですと、７月に実施する第１回進路説明会でお話しする内容を、何回かに分けて少し早めに

お伝えしたいと思います。都立高校の入試は大きく分けて、例年１月２６・２７日に実施される推
薦に基づく選抜と、２月２１日に実施される学力検査に基づく選抜に分けることができます。今回
は推薦に基づく選抜についてです。 
東京都から推薦に基づく選抜について、応募資格、目的、選抜方法が下のように示されています。

（昨年度の内容です） 

渋谷区立代々木中学校３年 

令和２年４月２２日 

№０４ 

進級おめでとう♡ 新３年生♡ 

先の見えない中での新学期が始まりました。さぁ、みんなはこの状況から、１年後の自分 

たちの姿が想像できますか？ 

どんな時でも、前向きに臨機応変に考動(考えて行動)する力と耐えることの大切さを常に意

識して、最高の学年となる学校生活を過ごしていくことを期待しています。 

この『瞬間』を『最高の思い出』にして、笑顔溢れる３年生のみんなでいることを期待して 

います。 

 

今年度から、この学年の所属となり、授業以外のたくさんの場面でも皆さんと関われること、

とても嬉しく思っています。今は多くの人がいろいろな不安を抱えていると思います。でも、

今だからこそできることもたくさんあります。未来の自分のために、１日１日を大切に過ごし

てください。学校が再開したら、学習はもちろん、行事等、中学校生活最後の１年を全力で楽

しみましょう！よろしくお願いします。 

 



応募資格 

 次の(1)から(3)までのすべてを満たす者 

(1) 令和２年３月に、都内の中学校を卒業する見込みの者 

(2) 志願する都立高校を第１志望とする者で、在学している中学校の校長の推薦を受けた者。 

（本校では推薦検討委員会にて認められた上で、校長による承認が必要となります。） 

(3) 保護者と同居している者で、令和元年１２月３１日現在、都内に住所を有し、それ以降都内に住所を有しか

つ入学後も引き続き都内から通学することが確実な者。 

目的 

 (1) 一般推薦 

 基礎的な学力を前提に、思考力、判断力、表現力等の課題を解決するための力や、自分の考えを相手に的確に

伝えるとともに、相手の考えを的確に捉え人間関係を構築するためのコミュニケーション能力など、これからの

社会にあって生徒たちに必要となる力を評価し、選抜する。 

(2) 文化・スポーツ等特別推薦 

 各都立高校の個性化・特色化の推進するととともに、卓越した能力をもつ生徒の力を評価する。 

 【提出書類】〇文化・スポーツ等特別推薦書 

       〇活動の実績等を証明する書類等の写し 

 ※同一校の一般推薦と併せて出願することができます。（両方を同時に出願することができます。） 

選抜方法 

 （必須）調査書点（総合成績の５０％以下）、集団討論・個人面接点（自己 PR カード） 

 （選択）小論文点または作文点、実技検査点、学校が設定した検査点 

以上を総合成績として、合否の判定を行います。 

〔自己 PR カード〕 

 生徒が次の３項目を自分で記入し、面接がある学校は出願時に提出します。（一般入試で面接がない都立高校

に合格した者は、発表後の指定された期日までに提出を求められます。） 

  １．志望理由（この学校を志望した理由と入学してから自分が取り組みたいと思うことなど） 

  ２．中学校生活の中で得たこと 

 （中学校生活の中で自分が特に伝えたいことを学校内外で体験したことから選び、そこから自分が得たこと） 

  ３．高等学校卒業後の進路 

（将来の夢や目標、将来なりたい職業など、高等学校卒業後の進路について自分が考えていること） 

■各高等学校が示す「本校の期待する生徒の姿」を参考にし、記入します。 

■『自己 PR カード』は個人面接の資料として活用されます。 

〔集団討論〕 

 与えられたテーマについて自分の考えを明確に述べることができるか、複数名の受検者同士が一つのテーマに

関して論理的に議論を進めて、結論を導くことができるかなどを確認します。 

〔個人面接〕 

 出願の動機・理由、興味・関心、規範意識・生活態度や自己 PR カードの記載内容を確かめ、これまでの経緯

を今後の高校生活で生かせる力があるかどうかなどを確認します。 



今年度の内容について、分かり次第お伝えしてまいります。 

休校期間中に、自己ＰＲカードに記入する“２．中学校生活の中で得たこと”、“３．高等学校

卒業後の進路について”を一度文章にしてみましょう。学校再開後、ぜひ見せてください！ 

具体的な書式については、“東京都 自己ＰＲカード”で検索してみてください。 


